








そこで本研究では中学生の教師に対する相談行動に焦点を当て, その利益とコストについて検討を行なった｡ その結果, 教
師に対する相談行動のコストには, 友人に対する相談行動とは異なるものがあることが明らかとなった｡ また教師に対する
相談行動の利益とコストについての生徒の期待と教師の予測を比較したところ, その内容は両者で共通であることが確認さ
れた一方で, それぞれの重要度については生徒と教師に様々なずれがあることが示唆された｡ これらの結果に基づき, 中学
生の教師に対する相談行動を促進するために必要な配慮や工夫について考察がなされた｡
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石隈・小野瀬 (1997) によると, 中学生の約60％が悩
んだ際に周囲の他者に相談しており, その相手としては
友人が選ばれることが多いという (石隈・小野瀬1997；
































測される (相川1989)｡ 中学生の援助要請, すなわち
相談行動に関しては, 相談の実行の利益として ｢ポジティ
ブな結果｣, コストとして ｢否定的応答｣ ｢秘密漏洩｣
｢自己評価の低下｣ ｢無効性｣ が見出されている (永井・
新井20072008)｡ また実行回避の利益として ｢自助
努力による充実感｣, コストとして ｢問題の維持｣ があ
ることが示されている (永井・新井20072008)｡ さ
らに水野・石隈・田村 (2006) は援助を求めるときの不

























































































の特徴と考えることもできるが, 内田・井上 (2007) に
よる中学校教師を対象とした調査でも同様の結果が報告
されており, 生徒が ｢相談｣ と捉えている行動と, 教師
が ｢相談｣ とみなしている行動に違いがあることを示し























































 教師に対する相談行動の利益・コスト尺度の因子分析結果 (主因子法・プロマックス回転) および生徒・教師の平均値と	検定の結果


























































る｡ 上位10項目の内訳を見ると, 生徒側は 『ポジティブ
な結果』 因子に含まれる７項目と 『ネガティブな結果』
因子の３項目, 教師側は 『ポジティブな結果』 因子の８








と ｢37解決のために協力してくれる｣ が続き, ｢17先生
が問題の解決のために行動してくれる｣ が４位となって
いた｡ 一方, 教師評定では, ｢17先生が行動してくれる｣
が最上位であった｡ また, 生徒評定の上位10項目にのみ
親や友人に関連した相談実行のコストである ｢49先生に
話をすると, 親に心配をかけることになる｣ と ｢21周り

























｢否定的応答｣ ｢秘密漏洩｣ ｢自己評価の低下｣ ｢友人から
の評価懸念｣ ｢教師からの評価懸念｣ ｢大ごとになる可能
性｣ ｢相談における負担の大きさ｣ という７カテゴリー
が設定されていたが, そのうちの ｢否定的応答｣ ｢秘密






























また, 結果で述べたように 『劣等感の喚起』 以外の因子
は教師と生徒で共通していたが, 抽出順には相違があっ
た｡ すなわち, 生徒評定では 『ポジティブな結果』 が第
１因子, 『ネガティブな結果』 が第２因子であったのに
対して, 教師評定では 『ネガティブな結果』 が第１因子
として抽出されていた｡ また, 生徒評定では第４因子で


























も言えよう｡ 一方, 相談実行のコストである 『ネガティ






































という懸念が入っており, これは ｢親に連絡される｣ よ
りも高得点であった (平均値：321 305)｡ これに
ついて教師は, ｢親に心配をかける｣ よりも, ｢親に連絡
される｣ ことの方を生徒は気にかけているであろうと予










あるが, この ｢チクったと思われること｣ が, 生徒にお
いては最大のコストとして捉えられているということに
も注目したい｡ ｢チクる｣ という言葉には ｢告げ口をす
る｣ という卑劣なイメージがあるが, 実際には自他の問
題の解決の第一歩ともなり得るものである｡ その行為は
｢チクり｣ ではなく ｢相談｣ であるということ, あるい
は問題解決のための勇気ある ｢チクり｣, 正義の ｢チク
り｣ があるということも日頃から生徒には伝えておくべ
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